
TCK11902031906.pdf (0 - 8 m) 1/1 ページ

ボーリング柱状図
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167.07 0.30 0.30 礫混りシ
ルト
(M-G)

164.67 2.40 2.70

礫混り粘
性土
(C-G)

163.02 1.65 4.35

風化頁岩
(Sh)

160.27 2.75 7.10

頁岩
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暗
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灰

暗
褐
灰

軟
ら
か
い

軟質な礫混じりシルト主体。

含水比は中位から高位。
粘着性は中位。
礫径2から25mmの角礫混じる。
2.40mより礫の混入がやや多い。

岩片状・礫状コア主体。
色調一定せず、亀裂非常に多い

コア長30から100mmの短柱状、柱
状コア主体。
岩は褐色に変質し、やや脆い。
黒色の新鮮岩、部分的に挟む。
亀裂やや多く、所々岩片状コアと
なる。
4.85から5.00m礫状コア。
5.55から5.60mの間、粘土化する

02/05
4.38

1.15

1.47

1

19

1

13

2

32 2

2.15

2.46

1

12

1

11

1

8

3

31 3

3.15

3.45
17 12 9

38

30 38

4.15

4.37
16 25

9

2

50

22 >50

5.15

5.32
17

33

7

50

17 >50

6.00

6.13
38

12

3

50

13 >50

7.00

7.10
50

50

10 >50 02/04


